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新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止に向けてワクチン接種を進めます

感染拡大防止及び重症化予防の観点から、ワクチンの追加接種と５歳から１１歳までの小児等への初
回接種を進めます。

１ 事業内容

新型コロナウイルスワクチンの２回目接種を完了した１８歳以上の方を対象にワクチンの追加接種を行うとともに、

５歳から１１歳までの小児の方やこれまでに接種を受けていない１２歳以上の方を対象に初回接種を行います。

ワクチン接種は、保健センターでの集団接種、市内医療機関等での個別接種により実施します。

２ 事業費

通信運搬費 １２，２１０千円

（接種券送付に係る郵送料、医療機関へのワクチン配送料）

新型コロナウイルスワクチン接種委託料 １１３，１４３千円

（個別接種医療機関等への接種委託料）

新型コロナウイルスワクチン問診等委託料 １０，９２０千円

（集団接種での医師への問診等委託料）

コールセンター委託料 ３２，９２８千円

新型コロナウイルスワクチン接種円滑化支援委託料 ２１，０５３千円 など

（予約受付窓口、集団接種会場運営支援の委託）

３ 財源内訳

国庫負担金 １６６，７３５千円
国庫補助金 ６８，７６９千円

▲ ワクチン接種の様子

お問い合わせ
健康推進課ワクチン接種対策チーム 松村（0562-54-1300）予算 ２３５，５０４千円
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複雑化、複合化した課題を抱える世帯を多機関の協働等により支援します

高齢、障がい、子ども、生活困窮の各分野ごとの相談体制では対応が困難なケースを支援します。

１ 事業内容

多機関協働推進員１名を配置し、高齢者相談支援センター、障がい者相談支援センター、子育て総合支援センターな

どの多機関と協働して、対応の困難な世帯をまるごと支援します。また、支援が届いていない人へのアウトリーチ等に

よる継続的支援、社会とのつながりをつくるための参加支援に取り組みます。

２ 事業費

多機関協働推進員人件費 ５，６７１千円

講師謝礼金、職員研修旅費等 １３２千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ４，３５２千円
一般財源 １，４５１千円

お問い合わせ
福祉課地域共生推進チーム 冨田（0562-36-2650）予算 ５，８０３千円

新規

・訪問による支援など

支援 終結
相談支援機関

・複雑化・複合化し
ているケース
・狭間のケース
・ひきこもりのケース

支援体制のモニタリング 終結重層的支援会議多機関協働事業

・支援プランの協議、評価など・多機関協働推進員が
関係機関を調整

・支援プランの作成
支援 終結参加支援事業

・就労支援、居場所支援など

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

▼ 支援の流れ
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中核機関の機能を持つ、知多地域権利擁護支援センターがスタートします

知多地域成年後見センターが既に取り組んできた広報・相談・利用促進等の諸機能を活かし、幅広く
権利擁護に対する相談・支援を行う中核機関として、新たに名称変更をしてスタートします。

１ 事業内容

これまでの法人後見受任業務と下記の４つの機能を持つ中核機関業務を行います。
① 広報機能（広報・啓発）
② 相談機能
③ 成年後見制度利用促進機能
④ 後見人支援機能

２ 事業費

成年後見利用促進事業委託料（知多市負担分）９，５７４千円

３ 財源内訳

国庫補助金 １，４０１千円
県補助金 ７０１千円
一般財源 ７，４７２千円

お問い合わせ
福祉課社会福祉・障がい者支援チーム 古田（0562-36-2650）予算 ９，５７４千円

法人後見
受任業務

中核機関
業務

（広報、相談、
利用促進、
後見人支援他）

知多地域権利擁護支援センター
（Ｒ４.４.１～）
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包括的支援事業を障がいや子ども、生活困窮の分野と一体的に進めます

重層的支援体制整備事業の開始に伴い、包括的支援事業（高齢者の相談対応などを行う高齢者相談支援
センターの運営）について、障がいや子ども、生活困窮の分野と一体的に事業を行います。

１ 事業内容

社会福祉法の改正に伴い、介護保険法を根拠に実

施している包括的支援事業（高齢者の相談対応など

を行う高齢者相談支援センターの運営）が、重層的

支援体制整備事業としても位置付けられました。

これに伴い、障がいや子ども、生活困窮の分野と

一体的に事業を進めていく必要があるため、委託方

法を変更して事業を行います。

お問い合わせ
長寿課高齢者支援チーム 江端（0562-36-2652）

２ 委託先

３ 事業費

包括的支援事業委託料 ９８，６００千円

重層的支援体制整備事業について（社会福祉法第１０６条の４第２項）

重層的支援体制整備事業とは、以下の表に掲げる事業を一体的に実施することにより、地域生活課題を抱える地域
住民及びその世帯に対する支援体制並びに地域住民等による地域福祉の推進のために必要な環境を一体的かつ

重層的に整備する事業

予算 ９８，６００千円

知多市高齢者相談支援センター（市社会福祉協議会）

（注）生活困窮者の共助の基盤づくり事業、生活困窮者の福祉事務所未設置町村による相談支援事業は、第３号柱書に含まれる。
（※）支援プラン作成は、多機関協働と一体的に実施。

機能 既存制度の対象事業等

第

１

号

イ

相談支援

【介護】高齢者相談支援センターの運営

ロ 【障害】障害者相談支援事業

ハ 【子ども】利用者支援事業

ニ 【困窮】自立相談支援事業

第２号

参加支援
社会とのつながりを回復するため、既存の取組で
は対応できない狭間のニーズについて、就労支援
や見守り等居住支援などを提供

新

第

３

号

イ

地域づくりに向けた支援

【介護】一般介護予防事業のうち厚生労働大臣が
定めるもの（地域介護予防活動支援事業）

ロ 【介護】生活支援体制整備事業

ハ 【障害】地域活動支援センター事業

ニ 【子ども】地域子育て支援拠点事業

【困窮】生活困窮者の共助の基盤づくり事業

第４号
アウトリーチ等を通じた継続的支援

訪問等により継続的に繋がり続ける機能
新

第５号
多機関協働

世帯を取り巻く支援関係者全体を調整する機能
新

第６号 支援プランの作成（※） 新
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高齢者の保健指導と介護予防を一体的に実施します

高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細かな支援を実施するため、後期高齢者の保健事業につい
て介護保険の地域支援事業と一体的に実施します。

１ 事業内容

地域の健康課題を分析するとともに、支援の必要な対象者の把握を行います。

低栄養のリスクのある高齢者に対し、「栄養パトロール」の個別訪問を実施するなど、支援の必要な方へは、保健師

や管理栄養士等が訪問支援を行います。

また、サロン等通いの場に保健師等の医療専門職が積極的に出向き、フレイル予防の普及啓発、保健指導、医療や介

護への連携等を行います。

２ 事業費

後期高齢者保健指導事業費 ２，８８２千円

（愛知県後期高齢者医療広域連合委託事業）

お問い合わせ
健康推進課健康づくり・食育チーム 佐藤（0562-54-1300）予算 ２，８８２千円

新規

▲ サロンでの健康教育の様子
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西知多医療厚生組合が行う健康増進施設の整備を支援します

令和６年度の供用開始を目標に、東海市とともに西知多医療厚生組合を支援し、市民の健康づくり、
健康寿命の延伸及び福祉の増進を図ります。

１ 事業内容

令和３年度に引き続き、旧知多市営海浜プールの解体工事が行われます。

令和３年度に実施した健康増進施設整備・運営事業に係る総合評価一般競争入札で落札者となった事業者による建設

工事等（設計・建設・工事監理）が行われます。

２ 事業費

西知多医療厚生組合負担金（健康増進施設事業） ８４，０６４千円

お問い合わせ
健康推進課管理・調整チーム 中井（0562-54-1300）予算 ８４，０６４千円

▲ 健康増進施設完成イメージ

３ 建設スケジュール

令和３年度～４年度 旧知多市営海浜プール解体

令和３年度～５年度 事業者による設計、建設、開業準備業務

令和６年度 供用開始
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令和４年度から青少年会館に指定管理者制度を導入します

民間事業者が持つ、青少年健全育成などの事業を企画し、実施するノウハウを活用することで、施設
管理とともに運営業務についても効果的かつ効率的に行い、住民サービスの向上を図ります。

２ 指定管理者

コニックス株式会社（名古屋市中村区太閤四丁目６番２２号）

３ 指定期間

令和４年度～６年度（３年間）

１ 事業内容

青少年会館指定管理料 ２０，３５０千円

▲ 青少年会館

お問い合わせ
子ども若者支援課若者女性支援チーム 宇野（0562-36-2657）予算 ２０，３５０千円

新規

４ 事業費

指定管理者により、青少年の健全な育成及び地域社会の発展に寄与するための施設として、青少年会館が適切に運

営・維持管理されるとともに、利用促進に向けたホームページや公式ＳＮＳなどを開設しＰＲを強化します。

また、青少年健全育成への取組として、関連講座やワークショップの開催や、困難を抱える若者の就労体験など、若

者支援センター業務への積極的な支援を図ります。
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子ども家庭総合支援拠点を設置します

市内のすべての子どもとその家庭及び妊産婦等に対し、必要な支援を行うために子ども家庭総合支援拠点
を設置します。拠点の設置により、要支援児童及び要保護児童等への支援体制の強化を図ります。

１ 事業内容

子ども家庭総合支援拠点は、子どものいる家庭や妊産婦等を対象に家庭環境の把握、情報の提供、相談への対応などに

よる継続的支援を行います。

子ども家庭総合支援拠点を設置し、相談支援体制を強化することで、支援が必要な家庭の早期発見、虐待の未然防止、

再発防止及び支援に努めます。

お問い合わせ
子ども若者支援課若者女性支援チーム 尾上（0562-36-2657）

２ 事業費

児童虐待・ＤＶ対策事業費 ５，１６３千円

３ 体制

子ども家庭支援員２名、虐待対応専門員１名の常時３名の配置が必要となり、

子ども家庭支援員、虐待対応専門員は、社会福祉士、保健師、保育士等の資格等

が必要です。

予算 ５，１６３千円

▲ 親子交流スペース

４ 財源内訳

国庫補助金 ２，５３５千円

一般財源 ２，６２８千円
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保育環境の充実のため、保育園のトイレを改修します

１ 事業内容

保育園では、トイレの洋式化を順次進めてきましたが、園児が利用する和式トイレの全てを洋式化します。また、併せて

トイレのフラット化及び乾式化を実施します。

洋式化 ２９箇所

乾式化 ２４箇所

２ 事業費

保育園トイレ改修工事設計監理委託料 ２，９００千円

保育園トイレ改修工事費 ２９，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ２５，０００千円
県補助金 ６８６千円
一般財源 ６，２１４千円

▲ 保育園のトイレ

お問い合わせ
幼児保育課施設管理チーム 黒川（0562-36-2659）予算 ３１，９００千円

家庭での洋式トイレの普及率が高いことから、保育園でもトイレの洋式化工事を進めます。
また、児童の安全のためトイレをフラット化するとともに、衛生の観点から乾式化工事も併せて実施

します。
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東部幼稚園を認定こども園とするための施設整備を進めます

東部幼稚園を令和５年度から幼保連携型認定こども園として開園が出来るよう、既存施設の改修工事
を行います。
また、事業者が別棟を整備するための費用を補助します。

１ 事業内容

こども園として未満児を受け入れるため、未満児用のトイレの設置等を行います。

また、事業者が別棟として、厨房及び未満児保育室を整備をするための補助をします。

２ 事業費

東部幼稚園改修工事設計監理委託料 ２，８００千円

東部幼稚園改修工事費 ２５，２００千円

民間保育所等整備費補助金 ４９，２２４千円

３ 財源内訳

国交付金 ３７，４３４千円
県補助金 ４，７４１千円
基金繰入金 ７，０４９千円
一般財源 ２８，０００千円

お問い合わせ
幼児保育課施設管理チーム 黒川（0562-36-2659）予算 ７７，２２４千円

新規

▲ 東部幼稚園
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民間事業者を活用することで保育定員を拡大します

民間事業者により、新たに令和４年４月から、マ・メール知多保育園及び小規模保育事業所知多朝倉
駅ぽっぽ園を開園することで、保育需要の拡大に対応します。

１ 事業内容

◯マ・メール知多保育園 定員１０２人

（０歳児 ９人、１歳児 １５人、２歳児 １８人、３歳児 ２０人、４歳児 ２０人、５歳児 ２０人）

◯知多朝倉駅ぽっぽ園 定員 １９人

（０歳児 ６人、１歳児 ６人、２歳児 ７人）

２ 事業費

◯マ・メール知多保育園 ７９，０６４千円

◯知多朝倉駅ぽっぽ園 ３８，９３５千円

３ 財源内訳

国庫負担金・補助金 ４７，１９６千円
県負担金・補助金 ２６，８３０千円
利用者負担金 ９，５３４千円
一般財源 ３４，４３９千円 ▲ マ・メール知多保育園

お問い合わせ
幼児保育課運営チーム 早川（0562-36-2659）予算 １１７，９９９千円

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

R3年4月 87 239 301 413 457 470 1,967

R4年4月 111 253 306 400 444 476 1,990

【保育園２・３号の利用定員の推移】（単位 人）
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複雑化・多様化する学校の課題を解決するために学校運営協議会を設置します

学校が抱える複雑化・困難化した課題を解決し子どもたちの生きる力を育むため、学校運営協議会
（コミュニティ・スクール）を導入し、組織的・継続的な地域との連携・協働体制を確立します。

１ 事業内容

地方教育行政の組織及び運営に関する法律(昭和３１年法律第１６２号)第４７条の５の規定に基づき、学校運営協議

会（コミュニティ・スクール）を設置します。

学校と保護者・地域住民等の学校運営への参画の促進や連携強化を進めることで、学校と保護者・地域住民等との信

頼関係を深め、一体となって学校運営の改善や児童生徒の健全育成に取り組みます。

２ 事業費

学校運営協議会委員報酬 １１４千円

学校運営協議会事業委託料 ５０千円

印刷製本費 １７０千円

お問い合わせ
学校教育課庶務チーム 石井（0562-36-2681）予算 ３３４千円

新規

３ 導入スケジュール

令和４年度 南粕谷小学校へ設置

令和１２年度 市内全小中学校へ設置完了

▲学校運営協議会（コミュニティ・スクール）のイメージ図

学校運営協議会

校長 有識者

コミュニティ
会長 放課後こども教室

コーディネーター

地域学校協働活動推進員

各種団体の長

ＰＴＡ会長
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学校サーバーをセンターサーバー化し、ネットワーク環境の改善を図ります

各小中学校にある学習系と校務系の２つのサーバーをデータセンターに一元化し、データを連携する
ことにより、教育ビッグデータを活用し、エビデンスに基づく指導・評価ができる環境を構築します。

１ 事業内容

学校サーバーリースの更新時期を迎えるため、令和４年９月から各学校にあるサーバーをデータセンターに一元化する

とともに、校務支援システムの更新及び学習系ネットワークの増強を図り、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた環境整

備を進めます。

学習系データと校務系データの連携により、学習履歴（スタディ・ログ）や生徒指導上のデータ（指導ログ）、健康診

断情報（ライフ・ログ）等を一元化し、児童生徒の興味関心や悩みなどを把握し、個々の状況を踏まえた指導を行います。

２ 事業費

国庫補助金 ３９，６００千円

一般財源 １４，７５７千円

▲ 教育ネットワーク構成のイメージ図

お問い合わせ
学校教育課施設チーム 山本（0562-36-2682）予算 ５４，３５７千円

新規

各学校にサーバーを配置
直接インターネット接続

各学校のサーバーをデータセンターに集約
学習ツールはクラウドを活用、直接インターネットに接続

データセンター

３ 財源内訳

ＩＣＴ機器借上料 ４７，１２４千円

通信運搬費 ７，２３３千円

（６年間のリース契約）
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児童生徒及び保護者とのコミュニケーションツールを導入します

ＩＣＴ機器を活用して児童生徒のデータを一元管理し、児童生徒や保護者から受け止める情報をリア
ルタイムに共有し、よりきめ細かな指導・支援に繋げます。

１ 事業内容

児童生徒とのコミュニケーションツールの導入により、児童生

徒がタブレット端末を活用して毎日の気持ちを天気に例え「心の

天気」を入力することで、児童生徒が発する心のサインを読み取

り、細やかで迅速な支援に繋げます。

保護者連絡ツールの導入により、学校からの連絡や保護者から

の欠席連絡をスマートフォンアプリから行うことができ、学校側

で保護者からの欠席連絡を自動で校務支援システムに取り込むこ

とで、教員は教室内のタブレット端末で出欠席状況を確認するこ

とが可能となります。また、健康観察や日常の所見の記録を教室

内で行えるため、児童生徒の様子が多面的に可視化出来るととも

に、教員の業務負担の軽減に繋がります。

２ 事業費

サーバー一元化事業費に含む

ＩＣＴ機器借上料 ４７，１２４千円

▲ 「こころの天気」入力画面

お問い合わせ
学校教育課施設チーム 山本（0562-36-2682）予算 ５４，３５７千円

新規

▲ 保護者連絡ツールイメージ図
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小中学校の特別教室等に空調設備を設置するための基本設計を行います

児童生徒にとって安全・安心な居場所を提供し、新時代の学びを支えるため、特別教室等への空調設
備の設置を進めます。令和４年度は学校施設の状況に合った空調設備を整備するための基本設計を行い
ます。

１ 事業内容

２ 事業費

▲ エアコン設置済みの特別教室

お問い合わせ
学校教育課施設チーム 山本（0562-36-2682）予算 ６，５００千円

新規

３ 今後の予定

児童生徒が１年を通して快適に過ごせる学習環境を整え、多様な教育活動に柔軟に対応するため、理科室、美術室、

多目的ホール等児童生徒の利用頻度の高い特別教室への空調設備整備を進めます。

特別教室と併せて体育館への空調設備整備について電気・ガス等の動力や事業方式等の検討を進めます。

小中学校特別教室等空調設備整備基本設計委託料 ６，５００千円

（小学校建設費 ４，３００千円）

（中学校建設費 ２，２００千円）

令和４年度 空調設備整備基本設計委託（小中学校）

令和５年度 空調設備整備実施設計委託（小学校）

令和６年度 空調設備整備工事（小学校）

空調設備整備実施設計委託（中学校）

令和７年度 空調設備整備工事（中学校）
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がんばる中小企業応援補助金にデザイン開発事業を追加します

商品の販売促進と知多市のお土産の魅力向上を目的に、市内事業者が商品パッケージのデザイン開発
を行う際に発生する費用の一部を支援します。

１ 事業内容

販路の開拓又は拡大に繋がる新規顧客獲得のため、商品パッケージのデザイン構築をする際に事業者の負担となって

いるデザイン企画費用を補助します。

２ 補助対象者

市内に本社を有し、市税を滞納していない中小企業者

４ 補助率

補助対象経費の１／２（上限額 １００千円）

お問い合わせ
商工振興課商工チーム 園田（0562-36-2662）予算 １，４００千円

３ 補助対象経費

商品パッケージのデザイン企画費用

※商品パッケージとは、商品に直結する包装類、商品を直接入れる箱を指します。

５ 事業費

がんばる中小企業応援補助金 １，４００千円
うち、商品パッケージデザイン事業 ４００千円
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学生向け企業セミナー「知多市ＤＥはたらく」を開催します

就職を控えた学生に市内企業の魅力を発信する企業セミナーを開催し、企業の知名度と学生の市内就
職意欲の向上を図ります。これにより、企業の人材確保を支援し、市内企業のさらなる活性化を促しま
す。

１ 事業概要

採用を目的とした就職セミナーではなく、学生が市内企業を知ることを通じ「はたらく」ことへの理解を深め、市内企

業での就職意欲を高めてもらうことを目的としたイベントです。今後も継続事業として開催し、企業と学生のマッチング

機会を作ることで、企業の労働力確保及び学生の情報不足解消を目指します。

また、市商工会とも連携し、より多くの市内企業に学生との交流機会を提供するとともに、効果的な広報活動を行うこ

とで、集客を図ります。

２ 開催時期及び対象者

・大学生対象 １２月上旬（予定）

・高校生と保護者対象 ３月下旬（予定）

※市外在住の方も参加可能

３ 参加企業・団体

・市内に事業所のある企業
・市役所、自衛隊及び警察などの官公庁

お問い合わせ
商工振興課商工チーム 瀧本（0562-36-2662）予算 ２００千円

新規

・企業担当者がパワーポイントなどを使用し、企業概要や業務内容を
紹介します。

・質疑応答など学生と企業担当者が情報交換を行える時間を設けます。

４ 内容
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地域経済の活性化に資する企業を誘致するため、新たな工業用地を整備します

知多市都市計画マスタープランに掲げる約１１５ｈａの産業用地の創出を達成するために、次期工業
用地の現況土地利用、法令規制、地理的条件等をまとめた基礎資料の作成を行い、地域経済の活性化に
資する企業の誘致、市内の新たな雇用の創出及び市税の増加を促進します。

予算 ５００千円

お問い合わせ
商工振興課商工・企業立地チーム 瀧本（0562-36-2663）

▶

対
象
区
域
図

１ 事業内容

（１）対象区域

知多市日長地内（右図のとおり）

（２）区域面積

約２０ヘクタール

（３）作成資料

・現況土地利用（地目、家屋、河川、道路等）

・法規制（農地法、農振法、都市計画法、森林法、文化財保護法等）

・地理的条件（地形、地層、交通アクセス等）を整理した図面の作成

３ 事業費

基礎資料作成委託料 ５００千円

２ スケジュール（案）

令和４年・令和５年 基礎資料の作成、関係機関協議

令和６年 基本構想の作成

令和７年・令和８年 用地取得

令和９年 詳細設計

令和１０年～令和１２年 造成工事及び分譲引渡し

新規

知多中学校

旭北小学校
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電子スタンプラリーによる消費喚起で市内観光関連施設等を支援します

令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、厳しい状況にある観光関連施設や
飲食店を支援するため、施設等を周遊する電子スタンプラリーを実施します。

１ 事業内容

お問い合わせ
商工振興課観光チーム 西山（0562-36-2664）予算 １，４４３千円

３ 事業費

観光誘客消費活動喚起事業委託料 １，４４３千円

スマートフォンを使った電子スタンプラリーを実施します。

・キャンペーンサイトなどにより効果的なプロモーションを展開します。

・スタンプを集めた方の中から抽選で、知多市の特産品などをプレゼントします。

・今後の観光誘客に活用するため、スタンプラリー参加者の属性データを収集・分析します。

市商工会や市観光協会と連携し、おもてなし環境の整備に努めます。

・Googleマイビジネスの登録を支援します。

・既存の体験コンテンツの磨き上げや、新たな体験コンテンツの造成を支援します。

・遊び・体験・アクティビティ予約サイトへの登録を案内します。

２ その他

スマホで参加

グルメ＆体験スタンプラリー

参加者

・施設でのさまざまな体験、

飲食店での食事を楽しめます

・抽選で特産品がもらえます

・体験コンテンツの造成と磨き

上げの支援を受けられます

・スタンプラリーにより新規客

が確保できます

参加事業者４ 財源内訳

国庫補助金 １，０００千円
一般財源 ４４３千円
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ｅスポーツを活用したまちづくりを進めます

ｅスポーツに秘めた心身の活力を生み出す力や、リモートによるコミュニケーションを体験、体感し
ていただくイベントを開催します。ｅスポーツの社会的意義を多くの市民への普及を図るとともに、観
光、高齢者・福祉、教育といった様々な分野での活用によるまちづくりの可能性を検証します。

１ 事業内容

「知る」・「見る」・「体験」をキーワードに様々なｅスポーツの体験、体感イベントを開催します。

２ イベント（予定）

「知る」 ｅスポーツシンポジウム、ｅスポーツ取組事例紹介

「見る」 競技大会を観戦

「体験」 ｅスポーツ体験会 アジア大会の正式競技やＨＡＤＯ（バーチャルドッチボール）を体感

３ 日程・会場（予定）

令和４年１０月２２日（土）、２３日（日）の産業まつり会場

お問い合わせ
商工振興課観光チーム 西山（0562-36-2664）予算 ５，０００千円

４ 事業費

ｅスポーツ推進事業委託料 ５，０００千円

新規

６ その他
ｅスポーツとは、エレクトロニック・スポーツの略称で、電子競技などとも表記されま

す。年齢、性別、障がい等の壁を越えて、誰もがどこにいても参加することができます。

５ 財源内訳

国庫補助金 ４，０００千円
一般財源 １，０００千円
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質の高い市街地の形成を図るため、土地区画整理組合を支援します

交通の利便性を活かした良好な居住環境の創出に取り組みます。

１ 魅力ある市街地の形成

信濃川東部地区は、知多市北部に位置し、都市計画道路の東海知多線や名鉄の寺本駅に近接する交通利便性が高い

地区です。土地区画整理事業により道路・公園・水路・調整池などの公共施設を計画的に配置し、都市基盤の整備を

行い、災害に強く快適で良好な市街地の形成を目指します。

お問い合わせ
都市計画課都市開発チーム 井上（0562-36-2668）

２ 土地区画整理組合の支援

組合施行による土地区画整理事業をバックアップし、円滑な組合運
営をサポートします。

▲ 現在の市道の様子

予算 ４９，０００千円

４ スケジュール

令和元年度 仮換地指定
令和２年度～ 造成工事
令和６年度 事業完了（予定）

３ 計画概要

全体面積：約１１．８ｈａ
内訳面積：住宅用地 約４．３ｈａ、商業用地 約３．９ｈａ、

公共用地 約３．６ｈａ
将来用途：第一種中高層住居専用地域

第二種住居地域、準住居地域
計画人口：約７２０人（約２９０戸）
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地域経済に活力を吹き込むため、土地区画整理組合を支援します

工業系の新市街地整備により、新たな「雇用の場」の創出支援をします。

１ 新たな企業立地の推進

新南地区は、都市計画道路知多西尾線に隣接し、将来、地域高規格道路の西知多道路として整備される、西知多産業

道路の長浦インターチェンジまで約６００ｍと抜群の好立地を誇り、名古屋と中部国際空港のほぼ中間に位置し、名古

屋港、中部国際空港、高速道路への交通アクセスに優位性があります。また標高２０ｍ前後の高台に位置することで防

災面でも優れた地区です。この立地条件を活かした新たな企業立地の推進により、雇用の場の創出を図り、知多市の地

域経済に活力を吹き込みます。

お問い合わせ
都市計画課都市開発チーム 井上（0562-36-2668）

２ 土地区画整理組合の支援

組合施行による土地区画整理事業をバックアップし、円滑な組合運
営をサポートします。

▲ 現在の市道の様子

予算 １３８，５００千円

４ スケジュール

令和元年度 仮換地指定
令和元年度～ 造成工事
令和７年度 事業完了（予定）

３ 計画概要

全体面積：約２０.２ｈａ
内訳面積：工業用地 約９．６ｈａ、商業用地 約２．０ｈａ

住宅用地 約０．８ｈａ、公共用地 約７．８ｈａ
将来用途：工業地域、第二種住居地域、第一種中高層住居専用地域
計画人口：約８０人（約３３戸）
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朝倉駅周辺整備事業を進めます

ホテル事業者を、令和４年度夏頃に募集します。
また、安全で円滑な交通結節点を確保するため、朝倉駅前ロータリーの工事を行います。

１ 事業内容

新型コロナウイルス感染症の収束後を見据え、着実に駅前のにぎわいづくりを進め地域の活性化に資するよう、旧西

部浄化センター跡地を候補地としてホテル事業者を募集します。

また、朝倉駅前ロータリーのうち主に一般車ロータリーに、雨に濡れずに移動できる屋根を設置するとともに、植栽

工事を行います。

２ 事業費

ホテル事業者選定に係る費用 ８８７千円

朝倉駅前ロータリー改良工事費 １４７，０００千円

お問い合わせ
都市計画課朝倉駅周辺整備推進チーム 山本（0562-36-2667）
土木課事業チーム 蟹江（0562-36-2671）予算 １４７，８８７千円

▲ 駅前ロータリーの完成予想図 ▲ ホテル事業者募集の候補地

３ 財源内訳

国庫補助金 ６２，０００千円
地方債 ６５，９００千円
一般財源 １９，９８７千円
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二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」へ挑戦します

近年、地球温暖化の進行が深刻な状況となっており、私たちの暮らしにおいても、その影響と考えら
れる現象が現れ始めており、脱炭素化に向けた社会を構築することが急務になっています。第３次知多
市環境基本計画の基本理念である「つくる、つたえる、つなぐ ～未来に続く ふるさと知多～」のも
と、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」へ挑戦します。

１ 事業内容

• 地域の脱炭素化を促進するに当たり、市内全域の再生可能エネルギーの導入に関する基礎情報の収集及び現状分析など

を行い、太陽光発電その他の再生可能エネルギー等の導入ポテンシャル調査を行います。

• 住宅用ゼロカーボンシティ設備の導入の促進を図るため、住宅用太陽光発電設備（一体導入に限る）、ＨＥＭＳ、定置

用リチウムイオン蓄電システム、電気自動車等充給電設備を新たに設置する方に補助を行います。

• クールチョイスを実践する市民、事業者の登録・認証制度を創設します。

２ 事業費

再生可能エネルギー導入調査委託料 １０，０００千円

住宅用ゼロカーボンシティ設備導入補助金 ７，０００千円

地球温暖化対策啓発品購入費 １２４千円

３ 財源内訳

県補助金 １，７５０千円
諸収入（国庫補助金の間接補助） １０，０００千円
一般財源 ５，３７４千円

▲ 再生可能エネルギーのイメージ

お問い合わせ
環境政策課環境政策チーム 吉峯（0562-36-2661）予算 １７，１２４千円

新規
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佐布里池の水面を活用したカヌー体験講座を行います

佐布里池の水面を活用した遊び・体験を通して、憩いの場を創出します。

１ 事業内容

豊かな自然に包まれた佐布里池の水面を創意工夫して活用し、新たな交流人口の拡大、参加者が楽しく利用できる憩

いの場の提供及び地域活性化を図るために、カヌー体験講座を開催します。

２ 事業費

佐布里池周辺体験講座開催委託料 ２，５００千円

令和３年度佐布里池カヌー体験の様子

お問い合わせ
緑と花の推進課緑化チーム 台場（0562-36-2673）予算 ２，５００千円
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災害時の給水活動資機材の備蓄を増強します

災害時に避難所等における給水活動を効率よく実施するための簡易水槽、ポンプ等を購入し、給水活
動資機材の備蓄を増強します。

１ 事業内容

飲料水用簡易水槽（１，０００ℓ）５基、車載バッテリー駆動型移送ポンプ１基等を購入し、災害時の給水活動資機材

の備蓄を増強します。

災害時に給水拠点や避難所等で給水活動を行う際、直接給水車から行うと効率が悪くなるため、給水車の水を、現地

に組み立てて設置する簡易水槽に移してから配給することで、給水車が素早く次の活動に移行できるようにするもので

す。

２ 事業費

災害対策用資機材購入費 １，０５６千円

３ 財源内訳

県補助金 ３５２千円
一般財源 ７０４千円

▲ 給水活動の様子（過去の市総合防災訓練から）

お問い合わせ
防災危機管理課防災危機管理チーム 榊原（0562-36-2638）予算 １，０５６千円

新規
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市役所窓口で、キャッシュレス決済を導入します

市民の利便性の向上と非接触決済による新型コロナウイルス感染症対策のため、税務課、市民窓口
課で取り扱う各種証明書等の支払に、キャッシュレス決済を導入します。

１ 事業内容

２ キャッシュレス決済が利用できる手数料

お問い合わせ
税務課諸税チーム 久野（0562-36-2634）
市民窓口課住基チーム 浦山（0562-36-2646）予算 ８２１千円

所得課税証明、納税証明、資産証明、住民票、印鑑登録証明、戸籍事項 など

▲ キャッシュレス決済イメージ

税務課、市民窓口課で取り扱う各種証明書等の手数料について、キャッシュレ

スで支払いできる環境を整備します。

利用できるキャッシュレス決済の種類は、クレジットカード、電子マネー及び

ＱＲコード決済です。

新規

３ 財源内訳

国庫補助金 ４５０千円

一般財源 ３７１千円
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デジタル技術を活用しＤＸを推進します

デジタル技術やＡＩ等を活用しＤＸを推進することで、業務の効率化を図り、人的資源を市民サービ
スの更なる向上に繋げていきます。

１ 事業内容

子育て及び介護分野の２６手続を中心に、マイナポータルのぴったりサービスを利用してオンライン申請を可能にする

ことで、市民の利便性向上を図ります。行政手続のオンライン化に当たっては、事務の効率化を図るため、国が示す標準

仕様に沿った申請管理システムを構築し、申請データを基幹系総合システムに反映する補助を行います。

自治体ＤＸ推進計画に基づき、行政のデジタル化、ＤＸを効果的・効率的に進めるため、アドバイザリー業務を委託し、

民間の専門的なノウハウを積極的に活用します。

２ 事業費

行政手続申請管理システム構築委託料 １７，６００千円

行政デジタル化支援委託料 ５００千円

▲ 行政手続申請管理システムのイメージ

お問い合わせ
企画情報課デジタル化推進チーム 山下（0562-36-2640）予算 １８，１００千円

新規

ぴったり
サービス

申請管理
システム

基幹系総合
システム

申請データ

住基
システム

個人を特定する
データの紐付け

手入力
又は
ＲＰＡによる自動入力
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コミュニティと共に地域バスの運行プランを検証し、本運行の準備を進めます

既存の公共交通では移動ニーズに対応することが難しい地域において、コミュニティが主体となって運行プラ
ンを作成する「地域バス」の実証運行を開始し、本運行の準備を進めます。

１ 事業内容

東部、旭北及び南粕谷コミュニティで地域バス導入の検討が進められており、

ルートやダイヤなどの運行プランが合意形成されたところから、運行時の安全

を確認した上で、実証運行を開始します。

また、実証運行開始後、利用実績が一定の基準を満たしたコミュニティにおいて、

本運行に移行します。

２ 事業費

実証運行開始に係る物品購入費 ５２５千円

実証運行に係る燃料費 ８１９千円

実証運行及び本運行用の自動車借上料 ４，５３７千円

実証運行及び本運行の運行管理委託に係る費用 １７，４７２千円
▲ 地域バスのイメージ

お問い合わせ
市民協働課地域活性化・地域交通チーム 加藤（0562-36-2645）予算 ２３，３５３千円
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バスロケーションシステムの運用により、バス利用者の利便性向上を図ります

ＧＰＳ端末及び乗降客カウントセンサーをあいあいバス車内に設置し、バスの現在位置及び車内の混
雑状況をリアルタイムで公開できるようにすることで、利用者の利便性向上を図ります。

１ 事業内容

（１）バス待ち時間の不安・ストレスの軽減

スマートフォンでバス到着予想時刻や遅延状況を確認できることで、運行遅延

で生じる利用者のバス待ち時間への不安・ストレスの軽減を図ります。

２ 事業費

バスロケーションシステム利用料 ３４４千円

▲バスロケーションシステムの画面イメージ

お問い合わせ
市民協働課地域活性化・地域交通チーム 加藤（0562-36-2645）予算 ３４４千円

（３）新型コロナウイルス感染症対策

車内の混雑状況を公開することで、利用者自らが密を回避し、感染予防対策を

講じることができる環境を整備します。

（２）対応の迅速化

運行トラブルの発生や利用者からの問い合わせに対し迅速に対応します。

タップすると、
利用したいバス停
の位置が地図に
表示されます
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高校生世代の入院医療費の助成を開始します

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、高校生世代の入院にかかる保険診療の自己負担分を全額助
成します。

１ 事業内容

令和４年４月診療分より、高校生世代（１５歳の年度末の翌日から１８歳の年度末まで。ただし、４月１日生まれの

方は、１５歳の誕生日から１８歳の誕生日の前日まで）の方を対象に、入院にかかる保険診療の自己負担分を全額助成

します。

結婚や仕事をしている方も助成の対象です。

２ 助成方法

受給者証は交付しません。

医療機関の窓口で入院費用をお支払い後、市の窓口で医療費助成の申請をします。

３ 事業費

子ども医療費（高校生世代入院） １０，０００千円
支給対象者 約２，５００名
支給件数 約 １００件

お問い合わせ
保険医療課医療・後期高齢チーム 齋藤（0562-36-2654）予算 １０，０００千円

新規

入院

医療機関で支払い

市へ申請

医療費の支給
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防災意識の向上のため洪水ハザードマップを作成します

市民の防災意識向上のため市内河川の洪水ハザードマップを作成し、全戸配布します。

１ 事業内容

愛知県が作成した市内にある二級河川の浸水予想図を基に洪水ハザードマップを作成し、全戸配布することにより、

市民の防災意識の向上を図ります。

２ 事業費

洪水ハザードマップ作成委託料 ８，５００千円

Ａ１サイズ、カラー、４万部

▲ 信濃川流域浸水予想図

お問い合わせ
土木課管理チーム 早川（0562-36-2670）予算 ８，５００千円

新規
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集中豪雨に備え排水対策工事を実施します

近年の全国的な集中豪雨による災害発生に備え、排水施設を整備します。

１ 事業内容

新舞子第４排水区（大草地内）において、集中豪雨による災害や大雨による道路冠水の発生を抑止するため、排水施

設（管渠、側溝）の整備を実施し、流下能力の改善を図ります。

２ 事業費

雨水排水施設整備工事費

新舞子第４排水区雨水排水施設 ２６３，０００千円

雨水排水施設整備工事関連工事費等負担金 ４５，２５５千円

▲ 道路冠水の様子

お問い合わせ
下水道課工務・施設管理チーム 森（0562-55-9591）予算 ３０８，２５５千円

新規
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地震に強い水道を目指し、重要な管路の耐震化を進めます

災害時における市内全域への配水機能を確保するため、配水場に直結する重要な基幹配水管及び重要
給水拠点へ繋がる配水管の耐震化を計画的に実施します。

１ 事業内容

重要な基幹配水管は、被災するとその影響が広範囲に及ぶことから、基幹配水管耐震化計画に基づき、平成２６年度から

継続して、丸根配水場に直結する基幹配水管のバイパス化や耐震化に取り組んでいます。

避難所・病院・老人福祉施設などの重要給水拠点に指定されている施設は、災害時にも給水を継続する必要があるため、

基幹配水管の耐震化が完了した箇所から重要給水拠点までの配水管を耐震管に布設替します。

２ 事業費

〇基幹配水管耐震工事費 ２２７，０００千円

（市道新知馬背口線）

〇基幹配水管耐震設計委託料 １１，０００千円

（市道馬背口１丁目線他８線）

〇重要給水拠点配水管布設替工事費 ９，０００千円

（市道岡田大曽線他１路線）

３ 財源内訳

県補助金 ５７，０５０千円
地方債 １５０，０００千円
一般財源 ３９，９５０千円

予算 ２４７，０００千円

お問い合わせ
水道課工務チーム 西尾（0562-36-2678）

＜イメージ＞

出典：水道ＰＲパッケージ

被害を受けやすい
水道管から

地震に強い水道管
（耐震管）へ

－　34　－



災害用無人航空機（ドローン）を導入します

災害対応力向上のため、災害用無人航空機（ドローン）を導入して、市民の「安全・安心」に貢献し
ます。

１ 性能及び特徴

石油コンビナート等特別防災区域の大規模な火災や大地震などの大規模災害、また、海や池での水難事故など、消防隊員

が容易に近付くことができない災害現場であっても、ドローンによる上空からの映像により、災害現場の状況を早期に確認す

ることができ、適切な災害対応が可能となります。

お問い合わせ
庶務課庶務チーム 薮内（0562-56-0146）

３ 財源内訳

県補助金 ７００千円
一般財源 ８８１千円

予算 １，５８１千円

２ 事業費

災害用無人航空機（ドローン）購入費 １，１００千円
（内訳）本番機 １，０００千円

練習機 １００千円
その他経費
ドローン操作講習負担金 ４２９千円
消防業務等賠償責任保険料 ５２千円

新規

▲災害用無人航空機イメージ図
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指揮車・高規格救急自動車の老朽化に伴い車両を更新します

ストレッチャー式指揮盤を搭載した「指揮車」、最新の資器材を取り揃えた「高規格救急自動車」に
更新することにより複雑多様化する消防救急業務に対応し、市民の「安心・安全」に貢献します。

お問い合わせ
庶務課消防団チーム 宮崎（0562-56-0146）

（１）指揮車

一刻も早く災害現場で現場指揮本部を立ち上げ、効率的な部隊運用が行えるよう、機動性に富んだストレッチャー

式の指揮盤を導入します。また、指揮盤が大型化され、より多くの情報等を共有でき、消防隊が安全に活動すること

ができます。

▲更新する高規格救急自動車

２ 事業費

高規格救急自動車購入費 ３４，０００千円

３ 財源内訳

県補助金 ３２，４７４千円

一般財源 １１，９２６千円

指揮車購入費 １０，４００千円

▲更新する指揮車

（２）高規格救急自動車

「自動心臓マッサージ器」を更新し、搬送中の絶え間ない胸骨圧迫を実現します。これにより、良質な胸骨圧迫を

行いながら高度救命処置に対応することが可能になります。また、患者搬送用資器材を最新式のものに更新し、搬送

時における傷病者への身体的負担の軽減と安全性が向上します。

１ 更新車両

予算 ４４，４００千円

新規
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あたらしく、知多らしく「理想の未来」の実現に向けて取り組みます

市民と共に描いた「理想の未来」の実現に向け、有識者の助言を活かしながら、組織間、政策間の連
携を深め、施策の改善に取り組むとともに、地域づくりを共に進める市民、ＮＰＯ、各種団体等の多様
な関係者との協働によるまちづくりを進めます。

１ 事業内容

２ 事業費

お問い合わせ
企画情報課企画統計チーム 河村（0562-36-2639）予算 １９６千円

講師等謝礼金 １８２千円

会場等借上料 １４千円

(1) 有識者との意見交換

第６次総合計画の推進に向け、様々な分野の有識者と各課の施策担当者との意見交換から、より効果的な施策への

改善を図るとともに、関係各課の連携、協力により、政策パッケージ全体の進化を図ります。

(2) 市民会議

地域課題の解決に向け、市民や様々な活動をされている方々との対話の場を通して、学び合い、つながりを深め、

協働によるまちづくりを推進します。

理想の未来

地域活動 市民活動

市民会議

施策の進化 活動の強化

連携・実践
有識者
意見交換

協働

評価・改善
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市指定文化財 打瀬船「藤井丸」の修繕を行います

博物館で展示されている市指定文化財 打瀬船「藤井丸」の経年劣化を抑え、後世に伝えるため、船
の底部の修理と保存処理を行います。

１ 事業内容

市指定文化財打瀬船「藤井丸」は、昭和５３年から現在の位置で展示されています。近年、経年劣化により、底部を中

心に剥落や破損が見られるようになりました。この地域で代表的な漁法だった「打瀬網漁」を伝える貴重な文化財を後世

に伝えるため、剥落や破損した部位を元の位置に戻すとともに、剥落止めの保存処理を施します。

２ 事業費

博物館展示品修繕料 １，３７６千円

▲ 破損の様子

お問い合わせ
生涯学習課歴史民俗博物館 真田（0562-33-1571）予算 １，３７６千円

新規

▲ 打瀬船「藤井丸」
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市民の健康増進と地域活性化のため、マラソン大会を開催します

佐布里緑と花のふれあい公園をメイン会場、佐布里池周辺をコースとするちた梅子マラソンを開催し
ます。その大会開催に係る運営業務を円滑かつ着実に進めるため、実行委員会に委託します。

１ 事業内容

日程 令和４年１１月２０日（日）雨天決行

会場 佐布里緑と花のふれあい公園、佐布里池周辺

定員 ２，４００人程度

種目 マラソンの部：１０ｋｍ、５ｋｍ、３ｋｍ ジョギングの部：２．８ｋｍ

２ 事業費

ちた梅子マラソン開催委託料 １０，０００千円

▲ マラソン大会のイメージ

お問い合わせ
生涯スポーツ課振興・施設管理チーム 平手（0562-33-3362）予算 １０，０００千円

2022

▲ 大会ロゴ
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メディアス体育館ちたの武道棟の屋上防水改修を実施します

メディアス体育館ちたの武道棟の屋上防水改修による施設の長寿命化を図り、安全・安心して利用で
きる環境を整備します。

１ 事業内容

昭和５２年８月に竣工し、建築から４０年以上が経過したメディアス体育館ちたにおいて、特に老朽化が著しい武道

棟の屋上部分の防水改修を実施し、快適に利用できる環境を整備します。

２ 事業費

市民体育館武道棟屋上防水改修工事設計監理委託料 １，８００千円

市民体育館武道棟屋上防水改修工事費 ２０，０００千円

▲ 現在の武道棟屋上部分の様子

お問い合わせ
生涯スポーツ課振興・施設管理チーム 早川（0562-33-3362）予算 ２１，８００千円

新規

▲ 武道棟の位置
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成人式の名称を「二十歳のつどい」に改めて、開催します

令和４年４月から成人年齢が２０歳から１８歳に引き下げられることに伴い、成人式を「二十歳のつどい」に名
称を改めて、これまでどおり２０歳の方を対象に開催します。また、企画・運営を実行委員会に委託します。

１ 事業内容

成人年齢が１８歳に引き下げられますが、１８歳の方の多くは、大学受験など人生の選択の時期であるため、これまで

通り２０歳の方を対象として開催します。また、対象となる方からなる実行委員会にて自らで式の企画・運営を行うこと

により、今後のまちづくりの担い手として、必要な企画力、実行力を育む機会を提供するとともに、自分たちらしさのあ

る式とします。

お問い合わせ
子ども若者支援課若者女性支援チーム 野呂（0562-36-2657）

２ 事業費

二十歳のつどい開催委託料 ２,９００千円

委託先：二十歳のつどい実行委員会（仮称）

３ 二十歳のつどい実行委員会の詳細

５月～６月 実行委員公募

（対象は二十歳のつどいに出席する方及びその１つ下の学年の方）

７月 実行委員会と委託契約後、実行委員と市で随時打ち合わせを行い、

準備を進めます。

実行委員に、１つ下の学年の方を含めることで、次年度にノウハウや反省点を活か

した開催ができます。また、次年度以降、実行委員を公募する際にもスムーズに人が

集まることが期待できます。
▲ 成人式の様子

新規

予算 ２，９００千円
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農業経営基盤の安定を図るため、知多広域農道の舗装打ち換えを行います

知多広域農道において、県営事業で舗装打ち換えを行い、農作物の出荷、運搬時における荷傷みを防
ぎます。

１ 事業内容

知多広域農道は、東海市から知多市、常滑市、美浜町を経て南知多町へ至る農道です。知多市内では、八幡地区約

２．８ｋｍ、岡田・大興寺地区約１．４ｋｍが整備されており、特産のフキ、タマネギ、レタスなどの野菜やミカン、

イチジクなどの果物の輸送ルートとなっています。八幡地区では、平成６年の供用開始から２７年が経過し、路面の老

朽化が顕著になってきたことから、農作物の出荷、運搬時における荷傷みを防止するため、舗装の打ち換えを行います。

２ 事業費

事業費 １００，０００千円 （負担割合） 国５０％、県２５％、市２５％
市負担金 １００，０００千円 × ２５％ ＝ ２５，０００千円

本事業は、愛知県が農道の性能を確保するため、舗装の更新整備を行うもので、
市は事業費の２５パーセントを負担します。
令和４年度は、八幡地区の老朽化した舗装の打ち換えを行います。

▲ 現在の農道の様子

お問い合わせ
農業振興課農業振興チーム 樫山（0562-36-2666）予算 ２５，０００千円
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他市町や県と共同して、下水汚泥の処理を行い、支出の抑制を図ります

常滑市、東海市及び知多市の浄化センターの下水汚泥を県営の衣浦西部浄化センターに集約し、汚泥処理
を実施します。

１ 事業内容と効果

単独公共下水道事業を実施している３市（本市、常滑市、東海市）と愛知県の衣浦西部流域下水道事業（構成市町：本

市、半田市、阿久比町、東浦町、武豊町）で発生する汚泥を衣浦西部浄化センターに集約し、共同で建設した汚泥焼却炉

で処理を実施することで、単独で処理した場合に比べ、施設建設費や維持管理費におけるスケールメリットが働き、費用

の削減が期待できます。

２ 事業費

維持管理負担金等 １０６，９６９千円

建設負担金 ９１９千円

３ スケジュール

＜参考＞負担割合
維持管理費：処理した汚泥量の比率
建 設 費：下水道計画汚水量の比率

令和４年度 汚泥処理開始

予算 １０７，８８８千円

衣浦西部流域
４７％

常滑市
１７％

東海市
２２％

知多市
１４％

  

 

 

 

灰等の搬出 

東海市浄化センター 

 汚泥減量化処理 

脱水汚泥 

 

 

 

知多市南部浄化センター 

常滑浄化センター 

衣浦西部浄化センター 

汚泥処理

お問い合わせ
下水道課工務・施設管理チーム 森（0562-55-9591）
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予算 ２２１，０００千円

水道水を安定して供給するため、老朽管及び施設の更新を進めます

老朽化した配水管を計画的に耐震性を有する管へ布設替えすることによって、漏水防止と耐震化を図
ります。また、老朽化した水道施設の長寿命化を図り、水道水を安定して供給します。

１ 事業内容

（１）老朽管更新

更新計画に基づき、効率的に更新を行います。更新対象は、以下のとおり選定しています。

・経年（法定耐用年数４０年）した口径７５ｍｍ以上の塩化ビニル管が布設されている地区

・漏水実績のある路線

・他事業の施工に伴い、効率的な更新が見込める路線（支障移転は除く）

（２）施設更新

配水場や加圧ポンプ場などの長寿命化を図るため、計画的に設備の更新を行います。

２ 事業費

○配水管布設替工事費 １１３，０００千円

（市道つつじが丘３丁目線、市道にしの台２丁目線、市道旭桃台線）

○水道施設更新工事費 ９６，０００千円

（丸根配水場５号池流入・流出管等布設替）

○水道施設更新設計委託料 １２，０００千円

（丸根配水場３・４号池流入・流出管等布設替）

３ 財源内訳

県補助金 ２０，２５０千円

一般財源 ２００，７５０千円

▲ 現在の丸根配水場の様子

お問い合わせ
水道課工務チーム 西尾（0562-36-2678）
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